
(8)輸 入 魚 介類 にお ける 寄生 虫実 態調 査 と安 全 性 の検 討 につ いて

ア 調 査 目的.

近 年 、 食生活 の 多 様化 や グル メブ ―ム 、輸 入食 品 や輸 入動 植物 の増 加 、 海外 渡航 の 日常

化 な どで 寄生虫 に感 染 す る機 会 が多 くな り、 各種 の 寄生 虫症 が散 発 して い る。

特 に、 輸入 食品 につ いて は魚 介類 、 食 肉類 、野 菜 、農 産物 加 工品 等 の輸 入 が急 増 して お

り、従 来 の寄 生虫 症 の 他 に今 まで 日本 には見 られ な か った新 しい寄 生 虫 に感染 す る機 会 も

考 え られ る。そ こで 今 回 、都 内 に流通 す る魚 介類 につ いて 寄生 虫 の検 査 を実施 す る とと も

に、安 全 性 につ いて 検 討 した ので そ の結 果を 報告 す る。

イ 調査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成8年4月 ～ 平 成9年3月 まで

(イ)対 象 品 目 サ ケ ・マス類 、上 海 ガニ 、淡 水 魚 、二 枚貝

(ウ)収 集 方 法及 び対 象 施設

都 内の スーパ ー4店 舗、 デパ ー ト3店 舗 、 魚介 類 販売 業2店 舗、 輸 入活 魚取 扱 業1店

舗 、及 び卸売市 場 仲 卸3店 舗 か ら月1回 程 度 、魚 介 類10品 目、計208検 体を 買 い上 げ、

都 立衛 生 研究所 で 検 査 を実施 した 。

ウ 調 査結 果 及 び考 察

(ア)天 然 サ ケ ・マ ス類 につ いて

aア ニ サ キ ス幼 虫 等 の寄生 状 況

カナ ダ、 ア メ リカ産5種(キ ン グサ ー モ ン、紅 ザ ケ、 銀 ザ ケ、 白 ザ ケ、マ ス)の 冷

蔵 及 び冷凍 の サ ケ ・マス類45検 体 〔内 訳:セ ミ ドレス13(チ ル ド10、 フ ロー ズ ン3)、

ドレス17(チ ル ド5、 フ ロー ズ ン12)、 フ ィ レ-15(フ ローズ ン)〕 につ い て、腹 腔

及 び側 線下 部 の腹 部 側筋 肉部 を 検査 した ところ 、表-1の とお りアニ サ キ ス幼 虫 の寄

生 率 はセ ミ ドレス ・ ドレスが80%(24/30)、 フ ィ レーが20%(3/15)で あ った。 寄生

数 はセ ミ ドレス ・ドレスが平 均12隻(1～48隻)、 フ ィ レーが1隻 で あ り、 セ ミ ドレ

ス ・ ドレスの 寄生 数 に固 体差 が 認 め られ た。

また、 テ ラ ノーバ 幼虫 及 び プ レロセル コイ ドが それ ぞれ鮮 紅 ザ ケ 、冷凍 銀 ザ ケよ り

1隻 検 出され た 。

輸 入サ ケ ・マ ス類 の テ ラ ノーバ幼 虫 及 び広 節 裂頭 条虫 プ レロセ ル コイ ドの 寄生 率 は

アニ サキ ス幼虫 に比 べ て極 め て低 いが 、生 食 によ り感染 の 可能 性 は あ り得 る もの と考

え られ た。

bサ ケ ・マ ス類 の生 食 等の 安全 性 につ いて

(a)冷 蔵 サ ケ

天然 の鮮 キ ン グサーモ ン及 び紅 ザ ケ計15尾 を検 査 した と ころ、 表-1の とお りア

ニ サ キ ス幼 虫 は腹 腔 内面 に は極 め て少 な く、 ほ とん どが 側線 下 部 の腹 部側 筋 肉部 か

ら検 出 され た 。(寄 生率:80%、 寄 生 数:2～48隻 、平 均14隻)

また、国 内 産 鮮秋 ザ ケ15尾 を検査 した ところ 、表-2の とお りアニ サキ ス幼 虫 は

腹 腔及 び内臓 には少 な く(内 臓 寄生 率:27%、 寄生 数:1～3隻 、平均1.5隻)、

腹 部側 の筋 肉 部 か ら多数 検 出 され た。(寄 生 率:87%、 寄生 数:1～29隻 、平 均8

隻)こ れ らの こ とか ら天 然鮮 サ ケ ・マ ス類 の 生食 に当 た って は身 下 ろ しの 際 、内臓

や 腹腔 内面 の 視 覚検 査 のみ で アニ サ キ ス幼 虫 の有 無 を判 断 し、 生 食用 の可 否 を決 め
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る ことは不 十 分 で あ る と考 え られ た。

また、 アニ ザ キ ス症 の感 染源 につ いて は、 これ まで様 々な魚 介 類の 生食 歴 の疑 い

が 報告 され て い るが、 今回 の調 査 結果 か ら考 慮 す る と、天然 鮮 サ ケ ・マ ス類 の生 食

はアニサ キ ス症 の感染 源 と して重 視す べ きで あ り、寄 生虫 感 染予 防 のた め に は、冷

凍 処理(-20℃ 以 下 、24時 間 以 上)及 び加熱 調 理 の 励行等 アニ サ キ ス症 に関す る知

識 の啓 蒙が 必 要 で あ ると考 え られ た。

(b)冷 凍サ ケ ・マ ス類

天然冷凍 サ ケ ・マ ス類及 び塩 ザ ケ類 か ら検 出 され た アニサ キ ス幼 虫や プ レロセ ル

コイ ドはす べ て死 滅 して い た。調 査 した と ころ、 冷凍 サ ケ ・マ ス類 は輸 入 時及 び通

関後 の冷凍 倉 庫 に おいて 、-20℃ 程 度で 冷 凍保 管 され流 通 して い る。

また、 ス ーパ ー等で取 扱 って い る輸 入表 示 の あ る塩 ザ ケ ・マ ス類 は冷凍 品 を解 凍

後 、塩処理 を して いた。 この た め解凍 後 、処 理 した切 り身や塩 ザ ケ類 につ いて は、

加 熱不十 分 の喫 食 によ る寄生 虫 の人 体へ の感 染 は ほ とん どない もの と考 え られ た 。

しか し、 アニ サ キ ス幼 虫 の死 滅虫 体 を摂 取 後 、次 に生 きた アニ サ キ ス幼 虫 に感 染

した場 合 は、 ア レルギ ー によ り強 い腹 痛等 を 起 こす お それ が あ る こ とが報 告 されて

お り、死滅 虫 体 の摂取 に よ る人体 へ の影響 は今 後 の検 討課 題 で あ る と考 え られ た 。

(イ)養 殖 サ ケ ・マ ス類 につ いて

7カ 国(ノ ル ウ ェー 、 スウ ェー デ ン、 チ リ、 カナ ダ、 ニ ュー ジー ラ ン ド、 オー ス トラ

リア、 デ ンマ ー ク)、5種(ア トラ ンテ ィッ クサ ー モ ン、 トラ ウ ト、 キ ングサ ーモ ン、

タス マニ アサ ー モ ン、銀ザ ケ)の 冷蔵 ・冷 凍 の養 殖 サ ケ ・マ ス類37検 体 〔セ ミ ドレス8

(チ ル ド)、 ドレ ス16(チ ル ド3、 フ ロー ズ ン13)、 フ ィ レー13(チ ル ド4、 フロ ーズ

ン9)〕 を検 査 した ところ、 表-3の とお りノル ウ ェー産 冷 蔵 ア トラ ンテ ィ ックサ ーモ

ン1検 体 のみか らアニ サキ ス幼虫 の死虫 が3隻 検 出 され た。

調 査 した と ころ、 検 出の原 因 は輸 出国で 冷 凍処 理 さ れ た天然 ものが 養殖 もの に混 入 し

た ことが考え られ た。 養殖 サ ケ ・マ ス類 につ いて は、 養殖 方法 等 か ら考慮 す る とアニ サ

キ ス幼 虫等 の人 体 に感 染 す る寄 生 虫 が寄生 す る可 能 性 は今 の とこ ろ極 めて低 く、生 食 に

つ い て は一般 に安 全 と言 われ て い る。

しか し養殖 海 域 周 辺 にア ニサ キ スの終 宿主 で あ る ク ジラや イル カが 回遊 ・漂 着 す る可

能 性 が あ り、 ま た 、サ ケ類 の広 節裂 頭 条虫 に つ いて は近 年 、新 た に終 宿主 と して 水鳥 が

疑 われ てい る。 この ため今 後食 物連 鎖 によ り養殖 サ ケ ・マ ス類 にア ニサ キ ス幼虫 や 広節

裂 頭条 虫プ レロセ ル コイ ドが 感染 す る可能 性 は否定 で きな い もの と考 え られ 、 今後 も継

続 調査 が必要 と思 わ れ た。

さ らに、輸 出国 や 国 内の流 通経 路 及 び販売 店 にお いて 、鮮 天然 もの が誤 って 養殖 もの

と して取 り扱わ れ 、 これを生 食 す る こ とによ って 、 アニ サ キ スや広 節 裂頭 条虫 によ る寄

生虫 症 が起 こ る可 能 性 が あ り、今後 、 原産 国 や生 産 方法 等 の表 示指 導 が必 要 と思 わ れ た。

(ウ)淡 水 魚 につ い て

中国 産淡水 魚7種(雷 魚19尾 、 ドジ ョウ12検 体計392尾 、 タナ ゴ3尾 、 タウ ナギ2検

体 計28尾 、 ソウギ ョ1尾 、 コイ2尾 及 び フナ10尾)計455尾 を検 査 した と ころ表-4、

5の とお り、顎 口虫 が 雷魚2尾(広 州産)か らそ れ ぞれ1隻 、 ドジ ョウ1検 体(大 連 出

荷)の 内臓か ら18隻 検 出 され た。 しか し、そ の他 の 淡水 魚 か らは人 体 に感 染す る寄生 虫
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は表-6、7の とお り検 出 され なか った 。調 査 した ど ころ、 これ らの淡 水魚 は養殖 もの

が 多 く、 様 々な産 地 か ら集荷 した もの が 輸 入 されて お り、顎 口虫 等 の寄 生 は生息 地や 養

殖 環境 によ り、地域 差 がか な りあ る もの と考 え られ 、 今 後 も継続 調 査 が必 要 と思 わ れ た。

また 、活 ドジ ョウを摂 取 した4店 舗 の責 任 者 に聞 き取 り調査 を実 施 した と ころ 、す べ

て の施設 で 顎 口虫症 の知識 を持 って お り、近 年、 散 発事 例 が相 次 いで い る ドジ ョウのお

ど り食 い等 に よる顎 口虫 症 を防止 す るた め に は、今 後 活 ドジ ョウを取 扱 う割烹料理 店 等

に生 食 防止 の指導 を 実施 して い く ことが 必 要 と思わ れ た 。

(エ)上 海 ガ ニ につ いて

62杯 を検 査 したが 、 表-8の とお りウエ ステル マ ン肺 吸 虫及 び他 の 寄 生虫 は検 出 され

なか った。

しか し、 上 海 ガニ と近 縁種 で あ るモ クズ ガニ は ウエ ス テ ルマ ン肺 吸 虫 の 中間宿 主で あ

り、輸 入業 者 は様 々な産 地 か ら上海 ガ ニ を 集荷 し蓄 養 した もの を輸 入 して い る。 この た

め 今回 の検 査 デー タか ら安 全性 を認 め る に は不 十分 で あ り今 後 も継 続調 査 が必要 と思 わ

れ た。

(オ)二 枚 貝 につ いて

中 国産 の アサ リ2検 体 、 シジ ミ2検 体 、ハ マ グ リ2検 体 、韓 国産 赤 貝6検 体、北 朝 鮮

産 ハ マ グ リ3検 体 の計4品 目、15検 体(活 貝 、計300個)を 検 査 した ところ、表-9の

とお り中国 産 ア サ リか ら人体 に感 染 しな い 吸虫類 、 鉤 頭 虫及 び線 虫 が検 出され た。

しか し、 これ らの輸 入 二 枚貝 につ いて は国産 品 と同 様 に人 体 に感 染 す る寄生虫 は今 の

と ころ、 宿主 特 異性 及 び生 活史 か ら寄 生 はみ られ な い もの と考 え られ た 。

エ ま とめ

輸 入 食品 か らの寄生 虫症 が疑 われ 、指 摘 され て い る今 日 、今後 もさ らに、安 全性 を確 認

す るため輸 入 状 況 を調 査 す る とと もに 、汚 染 のお それ の あ る地域 か ら輸 入 され る魚介 類 、

食 肉類 、 野菜 類 、農 産物 加 工 品等 につ い て 寄生 虫検 査 を継 続 して い く こ とが必 要で あ る と

思 わ れ る。
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表-1天 然サケ ・マス類のアニサキス幼虫寄生状況

*11検 体からテラノーバ幼虫1検 体 *2別 の1検 体か らプ レロセル コイ ド1
*3冷 凍品から検出された寄生虫は全て死虫

表-2三 陸沖産天然鮮秋ザケのアニサキス幼虫寄生状況

表-3養 殖サケ ・マス類のアニサキス幼虫寄生状況

表-4ド ジョウの寄生虫検査結果

表-5雷 魚の寄生虫検査結果

*各 検体1～3隻 を検出

表-6タ ウナギの寄生虫検査結果

表-7淡 水 魚 の 寄 生 虫 検 査 結 果

表-8上 海 ガニ の 寄生 虫検 査結果

表-9二 枚 貝 の 寄 生 虫 検 査 結 果

―462―



(9)バ イオ テ ク ノロ ジーを 応用 した食品 等 の 衛生 学 的調 査

ア 調 査 目的

バ イ オ テ クノ ロ ジー を利 用 して 新 た な産 業 の発展 が近 年 注 目を浴 びて い る。80年 代 の初

頭 のバ イ オ ブ ーム に よ って 、商社 、 食品 、 化学 、繊 維 、 医薬品 、石 油 、 エ ネ ルギ ーそ して

製鉄 業 な どほ とん ど あ り とあわ ゆ る分野 か ら、研究 開 発 に参入 した。 現 在 、遺 伝子 操 作 、

細胞 融 合 、 組織 培養 、発 酵技 術 、酵 素 技術 で生 産 した バ イオ 商品 の市 場 規 模 は飛躍 的 に増

大 し、 通 産 省 が発 表 した市場 予測 で は西暦2000年 まで にわが 国で3兆 円、2010年 まで に10

兆 円 の市 場 を バ イオ テ クノ ロジ―が 開 拓 す る とい う。

厚生 省 は平 成8年2月 、遺伝子 組 み 換 え食 品 の安全 性 評価 指針 を 改 め 、直 接 口に す る食

品 も対 象 に し、菜 種 、大 豆 、 トウモ ロ コシ、 ジ ャガ イ モの4種 類(7品 目)を 許 可 した。

厚生 省 が 指 針 に適 合 す る と認 可 され た もので あ って も書 類審 査 のみ で あ るた め、 販売 さ

れ て い る製 品 の有 害 副産 物 の生 成 の有 無 、微 生物 の残 存 の有無 、従 来 品 と比 較 し、 衛生 的

な問 題 の 有無 を キ モ シンにつ いて 試 験 した 。

また 、 生産 効 率や 商 品 価値 を高 め た り、耐 病 性等 を 持 たせ る為 に細 胞 融 合、組 織 培 養 発

酵技 術 、 酵 素技 術等 で 生 産 したバ イ オ 商品 の 内、 マガ キ 、ネ ギ、 スイ カ、 ア イパ ラガ スに

つ いて 在 来種 と衛 生 学 及 び栄養 学 的 に比 較 した。

イ 調 査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成8年4月 よ り平 成9年3月 まで(継 続)

(イ)対 象 品 目

aバ イオ キ モ シ ン(組 換えDNA技 術 を応用 した食 物添 加物)4検 体(カ イマ ック ス

(Lot. M50230, M50240)及 びMaxiren (lot. R7271, R6705))。

キ モ シンは レ ンネ ッ トに含 まれ る主要 な凝 乳酵 素 で あ り、 チ ーズ の製 造の 過程 にお

い て 、牛 乳 を凝 固 させ るため に用 い られ る分 子量 約3,100の 天 然 添加 物 で あ る。

レ ンネ ッ トは子 牛 の第4胃 か ら得 られ る もの で あ り、最 も古 くか ら高 品質 の チ ー ズ

の 製 造 に用 い られ て お り、現在 、最 も広 く使 用 され て い る。天 然 の キ モ シ ンは子 牛 を

用 い る為、 供給 が 安 定 して いな い 。バ イオ キ モ シ ンは レンネ ッ ト中 の キ モ シ ンと同一

の もの を微 生物 に よ り生 産 され る もので、 安定 供給 、安価 等 の利 点 を持 っ 。

b3倍 体 マガ キ1検 体

3倍 体 マガ キ は、 在 来種 に対 し、 サ イ トカイ シ ンB(菌 類 の代 謝 産物)処 理 によ り、

細 胞 質 分裂 の 極体 放 出を阻止 し、 染色 体 を3対 もっ マ ガキ と した もの 。在 来種 と比 較

生 殖 能 力 が無 い た め、 夏 に 「水 ガ キ」 とな らな い利 点が あ る。

この処理 法 は米 国で 食品 と して の 認可 を受 けて い る。

対照 と して マガ キ(在 来 種)1検 体 、イ ワガ キ1検 体 。

Cバ イ オネ ギ(商 品 名:春 川 お く太)1検 体

雄 性不 稔親 株 を 組織 培 養 によ り大 量増 殖 してF1品 種 を育 成 した もの で あ る。 雄 性

不 稔 とは、正 常 に花粉 の形 成 が で きな い現 象で 、 む ろん 自家 受 粉 もで きず他 の花 を 受

けて 結 実 し種 子 を つ くる。

他 の 親 株 とか け あわ せ る ことでF1品 種が で き る。

栽 培 が容 易 で収 量 が高 く、 切 り口が 丸 く、冬 ネギ の端境 期 に 出荷 で きる利 点 が あ る。

対 照 と して ネ ギ(在 来 種)1検 体。
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dバ イ オ ス イ カ(商 品 名:ラ グ ビー ボ ー ル)1検 体

「嘉 宝 」 × 「都3号 」 の 後 代 に 「乙 女 」 × 「旭 大 和 」 の 後 代 を 交 配 し、 さ ら に そ の

後 代 に 「紅 こだ ま 」 を 交 配 して 育 成 し た 固 定 品 種 で あ る。 買 物 カ ゴ や 冷 蔵 庫 に 丸 ご と

入 る ラ グ ビー ボ ー ル 型 の 小 果 種 で あ り 、 同 じ形 状 の 「嘉 宝 」 と比 較 して 果 肉 の 色 が 紅

で あ る 、 外 果 皮 の 模 様 が 条 斑 で あ る種 子 が 小 さ い 等 の 区 別 が あ る 。

対 照 と して ス イ カ(在 来 種)1検 体 。

eバ イ オ ア ス パ ラ ガ ス(商 品 名:セ トグ リー ン)1検 体

セ トグ リー ン は 「メ リー ワ シ ン トン」 に コル ヒ チ ン処 理 を 行 って 得 た 固 体 か ら 選 抜

して 育 成 した 、4倍 体 の グ リー ン ァ ス パ ラ で あ る 。 若 茎 が 太 く、 そ の 数 が 多 い な ど の

特 徴 が あ る。

対 照 と して ア ス パ ラ ガ ス 「メ リー ワ シ ン ト ン(元 野 菜)」1検 体 、 「ウ ェ ル カ ム

(在 来 種)」1検 体 。

(ウ)検 査 機 関

都 立 衛 生 研 究 所 食 品 研 究 科 中 毒 化 学 研 究 室

食 品 添 加 物 研 究 科 添 加 物 第 一 研 究 室

乳 肉 衛 生 研 究 科 食 肉 魚 介 細 菌 研 究 室

栄 養 研 究 科 栄 養 研 究 室 、 生 化 学 研 究 室

(エ)検 査 項 目

aキ モ シ ン:DLア モ ノ酸 分 析 、 成 分 分 析 、 純 度 試 験 、 動 物 試 験 、 復 帰 突 然 変 異 試 験

(Amesテ ス ト)、 蛋 白質 分 析 、 細 菌 検 査

bマ ガ キ:DLア ミ ノ酸 分 析 、 動 物 試 験 、 復 帰 突 然 変 異 試 験(Amesテ ス ト)、 タ

ンパ ク質 分 析 、 栄 養 分 析(ミ ネ ラ ル 、 ビ タ ミ ンA、 ビ タ ミ ンB1ビ タ ミ ン

B2、 ビ タ ミ ンE、 脂 肪 酸 類)、 麻 痺 性 貝 毒 、 下 痢 性 貝 毒

cネ ギ:動 物 試 験 、 復 帰 突 然 変 異 試 験(Amesテ ス ト)、 栄 養 分 析(炭 水 化 物 、 脂

質 、 タ ンパ ク質 、 ミネ ラ ル 、 灰 分 、 ビ タ ミ ンA、 ビ タ ミ ンB1、 ビ タ ミ ン

B2、 ビ タ ミ ンC、 ビ タ ミ ンE、 ビ タ ミ ンK類 、 ナ イ ア シ ン 、 食 物 繊 維 、 エ

ネ ル ギ ー 、 水 分 、 脂 肪 酸 類)

dス イ カ:動 物 試 験 、 復 帰 突 然 変 異 試 験(Amesテ ス ト)、 栄 養 分 析(ミ ネ ラ ル 、

ビ タ ミ ンA、 ビ タ ミ ンC、 水 分)

eア ス パ ラ ガ ス:動 物 試 験 、 復 帰 突 然 変 異 試 験(Amesテ ス ト)、 栄 養 分 析(ミ ネ

ラ ル 、 ビ タ ミ ンA、 ビ タ ミ ンB1、 ビ タ ミ ンB2、 ビ タ ミ ンC、 ビ

タ ミ ンE、 ビ タ ミ ンK類 、 ナ イ ア シ ン、 食 物 繊 維 、 エ ネ ル ギ ー 、 水

分 、 廃 棄 率)

ウ 調 査 結 果

(ア)キ モ シ ンに つ い て(表-1)

aア ミ ノ酸 分 析:モ ノ ア ミノ カ ル ボ ン酸 、 酸 性 ア ミノ酸 、 塩 基 性 ア ミノ酸 、 ヒ ドロ キ

シア ミ ノ酸 、 芳 香 族 ア ミ ノ酸 、 硫 黄 系 ア ミノ 酸 、 イ ミ ノ酸 に つ い て

比 較 した 結 果 両 者 間 の 差 は 認 め ら れ な か っ た 。

b成 分 分 析:い ず れ の 検 体 と も異 常 は 認 め ら れ な か っ た 。

c純 度 試 験:い ず れ の 検 体 と も規 格 に 適 合 した 。
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d動 物 試験:い ず れ の検 体 と も異 常 は認 め られ なか った。

e復 帰 突然 変 異試 験:い ずれ の 検体 と も異 常 は認 め られ なか った。

fタ ンパ ク質 分 析:い ずれ も類 似 した電 気泳 動 結果 が 示 され た。

g細 菌検 査:い ず れ の検体 と も特 記 す べ き菌 は検 出 され なか った。

(イ)マ ガキ につ い て(表-2)

aア ミノ酸 分析:モ ノア ミノカル ボ ン酸 、酸 性 ア ミノ酸、塩 基 性 ア ミノ酸 、 ヒ ドロキ

シア ミノ酸 、 芳 香族 ア ミノ酸 、硫 黄 系 ア ミノ酸 、 イ ミノ酸 につ いて

比較 した結果 両 者 間 の差 は認 め られ な か った。

b動 物試 験:い ず れ の検 体 と も異 常 は認 あ られ なか った。

cタ ンパ ク質分 析:い ず れ も類似 した電気 泳 動結 果 が示 され、 ス ポ ッ ト数 も同一 の値

で あ った。

d復 帰 突然 変異 試 験:い ず れ の検 体 と も異常 は認 め られ なか った 。

e栄 養 分 析:バ イ オ 、在来 種 、四 訂 食 品成 分表 の カキを 比較 した 結 果 、 いずれ の検 体

と も差 は認 め られ なか った。

f貝 毒:い ずれ の 検 体 とも異 常 は認 め られ な か っ た。

(ウ)ネ ギ につ いて(表-3)

a復 帰 突 然変 異試 験:い ず れの 検体 と も異常 は認 め られ なか った。

b動 物 試 験:い ず れ の検体 と も異 常 は認 め られ な か った。

c栄 養分 析:バ イオ 、在来 種 の ネギ を 比較 した結 果 、 いずれ の検 体 と も差 は認 め られ

なか った。

(エ)ス イ カに つい て(表-4)

a復 帰 突 然変異 試 験:い ず れ の検体 と も異常 は認 め られ なか った。

b動 物 試 験:い ず れ の検体 と も異 常 は認 め られ な か った 。

c栄 養分 析:バ イオ 、在来 種 の ス イ カを比 較 した結 果 、いず れ の検 体 と も差 は認 め ら

れ な か った。

(オ)ア スパ ラガ スにつ いて(表-5)

a復 帰 突然 変異 試 験:4倍 体 ア スパ ラガ ス との差 は認 め られ なか った。

b動 物 試験:い ず れの 検体 と も異常 は認 め られ なか った。

c栄 養 分析:バ イ オ 、在来 種の ア スパ ラガ スを 比較 した結 果 、 いず れ の検体 と も有 意

な差 は認 め られ なか った。

エ ま と め

(ア)キ モ シン

昨年 に引 き続 き、認 可 を受 けた フ ァイザ ー(株)と新 し くロ ビン(株)のキ モ シンの検 査 を行

った 。今 回調 査 した 分析 結果 の範 囲 内で は、安 全性 に問 題 とな る よ うな点 は認 め られ な

か った 。

(イ)カ キ

今 回 調 査 した分 析 結 果 の範囲 内で は、 三倍 体 と在 来種 との間 で差 は認 め られず 、毒 性

学 的変 化 も認 め られ なか った。

(ウ)ネ ギ

バ イ オ と元野 菜 との間 で差 は認 め られず 、毒 性学 的変 化 も認 め られ なか った。
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(エ)ス イ カ

バ イオ と元野 菜 との間で 差 は認 め られず 、 毒性 学 的 変化 も認 め られ なか った。

(オ)ア スパ ラガ ス

検 査 結果 か らは安 全 性 に問題 とな る よ うな 点 は認 め られな か った 。

オ お わ りに

今 回 の調 査で、 在 来種 と異 な った毒 性 を もつ もの や 、栄 養学 的変 化 の あ った食 品及 び添

加 物 は認 あ られな か った。 今後 は、組 換 え 食品 の 輸 入 が始 ま る ことか ら、生 産国 お いて の

安 全 性 の確 認方法 を 調 査す るこ と、 そ れ らに対 応 した検 査 項 目を再 検 討 してい くこ とが 必

要で あ ろ う。
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表-1キ モシンの検査結果
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表-2カ キの検査結果
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表-3ネ ギの検査結果

―
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表-4ス イカの検査結果

―
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2
―



(10)生 食 用 食 肉類 にお け るVero細 胞 毒 素産 生 性大 腸 菌 の汚 染実 態調 査

ア 調査 の 目的

1982年 に ア メ リカ合 衆 国 の オ レゴ ン州 と ミシガ ン州 で 、ハ ンバ ー ガ ーを原 因 食 品 とす る

出血性 大 腸 炎が 初 め て報 告 され て 以 来 、 その原 因 菌で あ る腸管 出血性 大 腸 菌が 近 年注 目 さ

れて きた。

本 菌 は、Vero細 胞(ア フ リカ ミ ド リサ ルの 腎 臓 由来 細 胞)を 変 成 、 壊 死 させ る蛋 白毒

(Verocytotoxin:VT)を 産生 し、 この毒 素が 病原 性 そ の もの に密 接 に関与 して い る こ とか

らVero毒 素 産 生性 大 腸 菌(VTEC)と よ ばれ る ことが多 くな った。以 下 本 文 で はVTECと 略 す。

日本 で は、1990年 に埼 玉 県 の幼稚 園でVTEC 0157:H7に よる集 団下 痢 症が 発 生 し2名 が

死 亡 した事件 を 契 機 に注 目 され るよ うにな った 。特 に昨 年 は、全 国 的 にVTECに よ る大 規模

な事件 が 続 発 し、 死 亡 者が12名(平 成9年2月1日 現 在)、 有 症 者 累計 が9千 人 を超 え て

い る。都 内 にお いて も、平 成8年6月 か ら平成9年1月 まで に129名 か らVTECが 検 出 され

て い る。

感 染 源 は、 ア メ リカ合 衆 国の事 例 で は、牛 で あ る こ とが 確認 され 、 食 肉を 介 して 人 に感

染 す る こ とが 明 らか に され て い る。 しか し、 日本 の事 例で は感 染源 は ほ とん ど特 定 されて

いな い。

食品 につ いて の 汚 染実 態 を把 握 す るため に、 平成6年 度 は輸 入 の牛 肉 につ いて 、平 成7

年度 は挽 き肉 につ いて調 査 した。 今年 度 は対 象 品 目を生食 用 と して 販売 され て い る食 肉 に

つ いて そ の汚染 実 態 につ いて 調査 した ので 報告 す る。

イ 調 査 内容

(ア)実 施期 間

平 成8年4月 か ら平 成9年3月 まで

(イ)対 象 施設 及 び 調 査実 施方 法

検 体 は、都 内 の 食 肉販 売店16軒 及 び食 肉処理 業者4軒 か ら購 入 した。

(ウ)調 査 品 目

調 査 品 目は、 合 計98品 目で種 類 別 内訳 を表-1に 示 す。

(エ)調 査 項 目

病原 性 大腸 菌(Vero毒 素 産生 性 大腸 菌VTEC)

大腸 菌 群 、 サ ル モネ ラ、 カ ン ピロバ クター

(オ)検 査機 関 都 立 衛 生研 究所 細 菌 第 一研 究科 食 中毒 研究 室

ウ 試 験 検 査方 法

大腸 菌 群 、 カ ン ピ ロバ クター、 サ ル モネ ラ は常 法 に よ り検 査 した。

VTECの 検 出及 びVT型 別 の確認 は、Vero細 胞 を 用 い た培養細 胞 法 、 ラテ ッ クス凝 集法 遺伝

子増 幅法(PCR法)に よ り行 った。 これ らで陽性 が確 認 され た菌 株 は、 血清 型 別試 験 を実

施 した。
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表-1調 査品 目種 類別 内訳

工 調 査結 果

(ア)VTECの 検 出状 況

VTECは いず れ の検 体 か ら も検 出 され な か った。

(イ)大 腸菌群 の検 出状 況

大 腸菌群 は98品 目中37品 目(37.8%)か ら検 出 され た。 大腸 菌群 の品 目別検 出状 況 を

図1に 示 す。

(ウ)サ ルモネ ラ の検 出状 況

サ ルモネ ラは98品 目中1品 目(0.1%)か ら検 出 され た。

図-1品 目別大 腸 菌群 検 出状 況

(エ)カ ンピロバ クタ ーの検 出状 況

カ ンピロバ ク ター はいず れ の検 体 か らも検 出 され なか った。

オ まとめ

今回 の調 査で 生 食 用 の食 肉 か らは、VTECは 全 く検 出 され なか った 。調 査 品 目数 が31品 目

と少 ない たあ、 引 き続 き調 査 をす る必 要 が あ る。

また、挽 き肉類(30品 目)及 び輸入 牛 肉(37品 目)か ら もVTECは 検 出 され なか った。 平

成6年 度 か ら3年 間VTECの 汚 染実 態 を調 査 して お り、挽 き肉 と輸入 牛 肉 の調 査 品 目合 計 は

248品 目 とな った。これ らの うちか ら、VTEC 0157は 検 出 され なか った が 、0157以 外 のVTEC

は6品 目か ら検 出 され た 。

その 内訳 をみ る と、平 成6年 度 の輸入 牛 肉85品 目中4品 目(4.7%)、 平 成7年 度 の挽
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き肉96品 目中2品 目(2.1%)か らVTECが 検 出 され て い る。 過去2年 間 と今年 度 の結 果 を

比 べ る と、VTECの 検 出率 は低 下 して い る。

大 腸 菌群 につ いて も検 出率 の低 下 が 顕 著で あ る。 輸 入牛 肉及 び挽 き肉類 につ いて の年 度

別大 腸 菌 群検 出状 況 を図-2及 び図-3に 示 した。 輸 入牛 肉 につ いて は、特 に検 出率 の低

下 が著 しい 。大腸 菌 群が 検 出 され た割 合 を み る と、 平 成6年 度 は45.9%で あ ったが 、 平 成

8年 度 は2.7%(37品 目中1品 目)で あ り、細菌 的 に は改善 され て い る。挽 き肉 につ い て

も前年 度 よ り も減 少 傾 向 にあ る。挽 き肉 は、平成8年8月 か ら9月 にか けて買 い上 げ を 実

施 して い るた め、肉 の 取扱 い等 が 改善 され て いた こと も影響 して い る と考え られ た。

VTECと 大 腸菌 群 の検 出状 況 に関 す る相 関 につ い て は、 不明 な点 が 多 い。一般 的 に大 腸 菌

群 が 多 数検 出 され る場 合 は、VTECに よ る汚 染 の機会 も十 分 にあ る と考 え られ る。 しか し、

平 成6年 度 の調 査 で、VTECが 検 出 され た4品 目中3品 目は大 腸菌 群 は陰性 であ った。 これ

は 、 チル ドと冷凍 の違 い、大腸 菌 群 とVTECの 検 査 方 法 の違 いあ るい はVTECに よ る汚染 の偏

在等 に よ る もの と考 え られ る。

図-2輸 入 牛 肉の 大腸 菌 群検 出状 況 図-3挽 き肉類 の大 腸菌 群 検 出状況

平 成9年 に入 って か ら全 国で のVTEC 0157に よ る患 者数 は、1月11人 、2月5人 、3月

は24日 現 在 で53人 とな って いる。 昨年 の夏 を ピー クに減少 して きた が 、3月 に入 り増 加 傾

向 にあ り、3月24日 には横 浜市 で 今年 にな って 初 あて の 死亡者 が 出 た。 今年 もVTECに よ る

食 中 毒 が多 発す る ことが危 惧 され るだ け に、汚 染 防止 対 策の推 進 が 急務 で ある。 そ こで 、

今 年 度 まで 実施 して いた 食品 の汚 染 実態 は通 常 検査 と して行 い、 来年 度 の先行 調査 と して

は、 主 に施 設面 につ いて の汚染 実 態 を調 査 す る こ と と し、食 品へ の 汚染 経路 の解明 の手 掛

か りと した い。
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表-2 1996年 に 発 生 したVTECに よ る 集 団 下 痢 症 状

():死 亡 者 数 、1:同 一 業 者 の か い わ れ 大 根 、2:お か か サ ラ ダ

3:か ぼ ち ゃ サ ラ ダ 、 シーフードソース、4:ポ テ トサ ラ ダ 、

5:も つ 鍋 、 レバ ー 刺
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(11)ミ ネ ラル ウ ォー ター類 の衛生 学 的 調 査

ア 調 査 目的

市 販の ボ トル詰 め ミネ ラル ウ ォー ター類(以 下 、 ミネ ラル ウ ォー ター と称 す)は 水 道水

の味 や安 全性 に対 す る疑 問等 を背 景 と して 、 この と ころ家庭 用 消 費が急 増 して い る。

また 、平成6年 、平成7年 の2年 続 きの 渇 水 、 さ らに、 平成7年1月 の阪 神 ・淡路 大 震

災 を契機 と して 、非 常用 の備 蓄 水 と して の認 識 も高 ま って い る。

当所 で は、 従 来 か ら夏 季 、歳 末 の 一斉監 視 時 に、 ミル ラ ル ウ ォー ターの 収去 検査 を行 っ

て きたが 、平 成4年 度 か ら平 成6年 度 まで の109検 体 中 、 ミル ラル ウ ォー ター製造 時 の原

水 の 基準 で あ る細 菌数100個/mlを 越 えた もの(当 所 の 判定 基 準 で は 「検 討 」)は20検 体

(18.3%)で あ った 。

しか し、 この よ うな製 品を 長 期保 存 した場 合 の品質 につ い て は まだ検 討 され て いな い。

この よ うな 状 況 をふ まえ 、 当所 で は、製 造 方 法 の異 な る3種 類 の ミネ ラル ウ ォー ターを

選 び、 同一 ロ ッ ト中の微 生物 数 の バ ラ ツキ状 況 を把 握 した上 で 、 これ らの製 品を長期 保 存

した場 合 の品 質 の 変化 を調 査 した。

イ 調査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成7年4月 か ら平 成9年3月 まで

(イ)対 象 品 目 製 造方 法 の異 な る ミネ ラル ウ ォー ター3種 類

A:加 熱殺 菌 、 除 菌 ろ過共 に行 って いな い 製 品 …(以 下Aと 略 す)

B:除 菌 ろ過 のみ 行 った製 品(未 加 熱 の製 品)…(以 下Bと 略 す)

C:加 熱 殺菌 を行 った製 品 …(以 下Cと 略 す)

同一製 品 、 同一 ロ ッ トを各300本 、都 内 の ミネ ラル ウ ォー ター販 売店 よ

り購 入 し、 各 ロ ッ ト100本 毎 を 購入 時 、6か 月後 及 び1年 後 に検 査を 行

った。

(ウ)検 査 項 目 細 菌 数、低 温 細 菌 、大腸 菌 群 、真 菌 、官能 検 査

(エ)検 査 機 関 東 京 都立衛 生 研 究所

微 生 物部細 菌 第 一 研究 科 食 品細 菌研 究 室 及 び 真菌研 究室

(オ)検 査方 法 細 菌 数 …標 準 寒天 培地(35℃ で48時 間 培 養)

低温 細菌 …PGY培 地(上 水 試 験法 に よ る、20℃ で7日 間培 養)

大腸 菌群 …B. T. B加 乳 糖 ブイ ヨ ン(清 涼 飲料水 の 規格 基 準試 験法)

真 菌 …100mlを0.45μ フ ィル ターで ろ過 後 、PDAC培 地 を用 い、

25℃ で7日 間培 養

官 能検 査 … 保 存検 体 の全 て につ い て異 味 ・異 臭 及 び外 観 を 検査 した。

ウ 調 査結 果

(ア)Aの 微 生 物学 的品質

a細 菌 数

購入 直後 は101/ml以 上 が49検 体 あ り、 うち101～1,000/mlが46検 体 、1,001/ml以 上

が3検 体 あ ったが 、6ケ 月 後 で は101～500/mlが12検 体 とな り、1年 後 に は全 検体 が

100/ml以 下 に減少 した。(図-1)

b低 温 細 菌数

購 入 直 後 はす べて300/ml以 上で あ り、 そ の内 、1,001/ml以 上が66検 体 、特 に1検 体
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は11,000/mlで あ っ た 。6ケ 月 後 で は100/ml以 下 が95検 体 、101～300/mlが4検 体 、

残 り1検 体 は1,400/mlで あ り 、 減 少 傾 向 を 示 した 。1年 後 は 、101～300/mlが2検 体

他 は 全 て100/ml以 下 で あ っ た 。

(図-2)

大 腸 菌 群 、 真 菌 、 官 能 検 査

6ケ 月 後 に 検 査 した100検 体 中1検 体 か らPenicillium属 の 真 菌 が 検 出 さ れ た 。

ま た 、 保 存 中 の200検 体 中3検 体 に ミネ ラ ル 成 分 に よ る 沈 澱 が 認 め られ た 。

な お 、大 腸 菌 群 の 結 果 に は 変 化 が み られ な か っ た 。(表-1)

表-1Aの 大 腸 菌群 、真 菌 、官 能検 査

()内 は検 体数

(イ)Bの 微 生 物 学 的 品 質

a細 菌 数

購 入 直 後 は101/ml以 上 が25検 体 あ り、 う ち1,001～10,000/mlが10検 体 、10,001/ml

以 上 が12検 体 と 高 い値 を 示 す もの が 認 め ら れ た 。6ケ 月 後 で は101/ml以 上 は11検 体 、

1年 後 で は6検 体 とな り減 少 傾 向 を 示 した 。 しか し、1,001～10,000/mlの も の が 、

6ケ 後 及 び1年 後 に3検 体 ず つ あ った 。(図-3)

b低 温 殺 菌 数

購 入 直 後 に20検 体 が101/ml以 上 で あ っ た が 、6カ 月 後 に は46検 体 と な り 、1年 後 は

40検 体 と増 加 傾 向 を 示 した 。 特 に501/ml以 上 の もの は 購 入 直 後 は6検 体 で あ った が 、

6ヵ 月 後 に は20検 体 、1年 後 に は37検 体 と な っ た。(図-4)

c大 腸 菌 群 、 真 菌 、 官 能 検 査

購 入 直 後 と6ケ 月 後 及 び1年 保 存 後 の 間 で 変 化 はみ ら れ な か っ た 。(表-2)

表-2Bの 大 腸 菌群 、真 菌 、 官能検 査

(ウ)Cの 微 生 物 学 的 品 質

a細 菌 数

購 入 直 後 は す べ て10/ml以 下 で あ っ た 。6ヶ 月 保 存 後 に 、17/ml検 出 した もの が1

検 体 あ った が 、 残 り はす べ て10/ml以 下 で あ った 。

b低 温 殺 菌 数
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購 入直 後 はす べて10/ml以 下 で あ った。6ヶ 月保 存後 に、66/ml検 出 した もの が1

検体 あ った が 、 残 りはす べ て10/ml以 下 で あ った。 低温 細 菌 を66/ml検 出 した検 体 は 、

細菌 数が17/ml検 出 され た もの とは別 の 検体 で あ った 。

c大 腸菌 群 、真 菌 、官能 検 査

購入 直後 と6ケ 月後 及 び1年 保 存後 の 間 で変 化 は み られ なか った 。(表-3)

表-3Cの 大 腸菌 群 、真 菌 、官 能検 査

工 考察 及 び ま とめ

今 回実施 した ミネ ラル ウ ォー ターの保 存試 験 の う ち微生 物 学 的成 績 は、A、B、C、3

銘柄 と も大腸 菌 群 は検 出 され な か った 。 しか し、細 菌数 、 低温 細 菌数 の購 入 直後 、6ケ 月

及 び1年 保存 後 の検 出状 況 は3銘 柄 で は それ ぞ れ異 な って い た。

各銘柄 にお け る細 菌 数で は 、未 殺菌 ・未 除 菌 のAは 購入 直 後100/ml以 下 の検 体が約 半 数

と少 ない もの の1,001/ml以 上 の もの は3検 体(全 て10,000/ml以 下)で あ ったが 除菌 した

はず のBは 購 入 直 後100/ml以 下 の検体 数 は約7割 と多 か った ものの 、1,001/ml以 上 の検 体

も22検 体(10,001/ml以 上 は12検 体)と 多 か った 。Aの 細 菌 数 は、 そ の後 減少 し1年 後 に

は全 ての検 体 が100/ml以 下 とな ったが、Bは1年 後 ほとん どの 検体 が100/ml以 下 とな った

ものの 、1,001/ml以 上 が3検 体 み られ た。 加熱 殺 菌 され たCで は、全期 間 を 通 じて細 菌数

は100/ml以 下 で あ った 。

なお 、細 菌数 の多 か ったA及 びBで 検 出 され た コロニ ーか ら、 それ ぞれ40コ ロニ ーを 採

り、 同定検 査 を 行 な った。 各40コ ロニ ー を普 通 寒天 斜 面 に接 種 し、35℃ で20時 間培養 した

が 、Aで は4集 落 、Bで は1集 落 しか発育 しなか った。 これ を生 物学 的性 状 試 験用培 地 に

接 種 したが 、 発 育 せず 同定 は不 能 で あ った。

一 方、各 銘 柄 にお け る低 温細 菌 数 は、 未殺 菌 ・未 除菌 のAは 購入 直後 全 て の検体 が301/

ml以 上で あ った が 、6ヶ 月保 存以 降 はほ とん どの 検 体が100/ml以 下 に減 少 す る傾 向が み ら

れ た。

しか し、 除菌 した はず のBはAと 異 な り、 保存 によ って増 加 す る傾 向が み られ た。 加熱

殺 菌 され たCで は 、全期 間 を通 じて全 ての 検 体 が100/ml以 下 で あ った。

真菌 で はPenicllium属 がAの6か 月保 存 後 の1検 体 か ら検 出 され、 保存 期 間が 延 長 され

た場合 、保 存状 態 に よ って は菌 糸 の増 加 に よ り異物 と して認 め られ 、食 品衛 生法 違 反の 原

因 とな る可 能 性 が 危惧 され た。

また、化 学 的 変 化 と して、 ミネ ラル成分 に よ る沈澱 が 、Aの6ヵ 月保 存 後 の3検 体 に認

め られた。 水 質 由来 の沈澱 物 は品 質 の劣化 とは言 い難 いが、 消 費者 か らの 苦情 につ なが る

可 能 性が あ る。

未 殺菌 ・未 除菌 のAは フラ ンス で製造 され た もの で、 ヨー ロ ッパの ナ チ ュ ラル ミネ ラル

ウ ォー ター は 、 「生 もの」で あ る ことを製 品 の コ ンセ プ トに して お り、真 菌 や ミネ ラル分
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の 検 出状 況を考 え る と、長 期 間の保 存 は避 けた方 が よい と思 わ る。 ま た、除 菌 した はず の

βは製品 に多数 の細 菌 が混 入 して い ると考 え られ 、製 法全 般 の改 善 が必 要で あ る。加熱 殺

菌 され たCも 完 全 な無 菌 状態 とは言 えず 、 これ ら ボ トル詰 め ミネ ラル ウ ォー タ ーの長期 保

存 に は不 安が残 る。 そ の上、 ほ とん どの ミネ ラル ウ ォー ター に表示 して あ る賞 味 期 限は1

年 以 上 とな ってお り、流 通段 階で の 保管 や 家庭 で の 保存 が長 期 間 にわ た った場 合 、賞 味期

限 内 に異物 等の苦 情 が 発生す る可 能 性 も考 え られ る。

非 常 用 の備蓄水 は これ ら ミネ ラル ウ ォー ター の よ うな 日常 使 用 水 とは別 に、缶 詰 等の 形

態 で販 売 されて お り、 消費 者が 賞 味期 限 に惑 わ され ず に使 用 目的 に応 じた使 い分 けをす る

こ とが重要 で あ る。 この ため に は、消 費 者へ の 適 切 な情報 提 供 が求 め られ るが 、 今回 の調

査 は消 費期限等 の期 限表 示の施 行 前 で あ り、検 出 され た細 菌 の 同定 もで きなか った こ とか

ら、 期 限表示 と保 存試 験 の比 較 や ボ トル入 り ミネ ラル ウ ォー ター の長期 保 存 した場合 の安

全 性 とい った観点 か らの調査 も実 施 して い く こ とが 必要 と思 わ れ る。

図-1Aの 細菌数
図-2Aの 低温細菌数

図-3Bの 細菌数
図-4日 の低温細菌数
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(12)機 能 性成 分 を含 有 した加 工食 品 の衛 生学 的実 態調 査

(茶 葉 ・茶飲 料)

ア 調 査 目的

近年 、消 費 者 の健 康 志 向の高 ま りに伴 い、食 品 の もつ 味覚 、栄 養 摂取 機 能 とい う特 性 の

ほか に疾病 や 肥満 の 予 防 、体調 リズ ム の調節 、生体 防御 な どの体 調 調節 機 能が 見直 さ れて

い る。 その ため 、各 種機 能 性成 分 に対 す る調 査研 究が 盛 ん に行 われ 、 そ の成分 の一 部 は食

品素 材 と して種 々の 加工 食品 に取 り入れ られ て い る。

この うち、抗 う蝕 性(虫 歯 予 防)な ど の機 能を 有 す る茶 抽 出物(カ テ キ ン類)が 注 目 さ

れて い るが 、同 時 に茶 抽 出物 には、 中枢 神 経 の興 奮 作用 、 利尿 作用 等 の あ る ことが 知 られ

て い るカ フ ェイ ン も含 まれ てお り、 そ の実 態 を 明 らか にす る必 要 が あ る。

そ こで、 平成7年 度 は、 茶抽 出物 を 添加 した菓 子 類(ガ ム、キ ャ ンデ ィ、 チ ョコ レー ト)

につ い て(報 告 済)、 平 成8年 度 は、 古 くか ら 日常 的 に飲 まれて きた緑 茶等(浸 出液 を 含

む)や 需要 が延 びて い る茶 飲料(清 涼 飲 料水)を 対 象 に 、 カテキ ン類 、 カ フェイ ン及 びそ

の他の 成分 につ いて含 有 実 態等 の調 査 を 実施 した。

イ 調査 方 法

(ア)調 査期 間 平 成8年4月 か ら平 成9年3月 まで(継 続)

(イ)対 象 品 目 緑 茶葉 及 び その浸 出液 各19検 体

その 他 の茶 葉 及 びそ の浸 出液 各6検 体

茶 飲料(清 涼飲 料 水)10検 体 計60検 体

(ウ)対 象 品 目の 収集 方 法

多 摩 地域 の ス ーパ ー 、 デパ ー トな ど の食品 販 売 店及 び茶専 門店 で 購入 した。

(エ)検 査項 目

メチル キサ ンチ ン類 、 カテ キ ン類 、 ア ミノ酸 類 、 ビタ ミンE類 、 糖 類、残 留農 薬 、保

存料 、 着色 料 、 ア ス コル ビン酸 、甘 味 料 、清 涼 飲料 水 の成 分規 格

(オ)浸 出液 の調 製方 法 四訂 日本 食 品標 準 成分 表 の 各茶 葉 の浸 出条 件 に従 い調製 した 。

(カ)検 査機 関 都立 衛 生 研 究所 生 活科 学 部 食 品 研究 科 第 四研 究 室

都立 衛 生 研 究所 生 活 科学 部 栄 養 研究 科 食 品分 析 研 究室

都立 衛 生 研 究所 生 活科 学 部 食 品 研究 科 農 薬研 究 室

都立 衛 生 研 究所 多 摩 支所 衛 生 細 菌研 究室

ウ 調 査 結果

(ア)緑 茶葉 及 びそ の浸 出液 につ いて

茶 葉19検 体(煎 茶12、 焙 じ茶1、 茎 茶1、 番茶1、 抹 茶2、 玉 露2)及 び その浸 出 液

につ い て検 査 した。 産 地 別で は、 狭 山産5検 体 、 静 岡産4検 体 、宇 治 産7検 体 、混 合3

検体 で あ った。

aメ チ ルキサ ンチ ン類 で は、 カ フ ェイ ンが 茶葉19検 体 全 てか ら12～33g/kg(平 均25g/

kg)の 範 囲 で検 出 され た 。最 大 値 は玉 露 で あ った 。 ま た、 浸 出 液 は19検 体 全 て か ら

0.15～1.4g/kg(平 均0.53g/kg)の 範 囲で 検 出 され た。

テ オ ブ ロ ミンは 、18検 体 か らく1.0～1.8g/kgの 範 囲で検 出 され た。一方 、浸 出液

は く0.01～0.07g/kgの 範 囲で あ っ た。 ま た、 テ オ フ ィ リンは いず れ の検体 か ら も検 出

され な か った。
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bカ テ キ ン類 で は 、 茶 葉 の19検 体 全 て か ら カ テ キ ン(以 下Cと 略 す)、 エ ピ カ テ キ ン

(ECと 略 す)、 エ ピガ ロ カ テ キ ン(EGCと 略 す)、 エ ピカ テ キ ンガ レー ト(EC

Gと 略 す)、 エ ピ ガ ロ カ テ キ ンガ レ ー ト(EGCGと 略 す)及 び ガ ロ カ テ キ ン(GC

と 略 す)が 全 て 検 出 され た 。(表-1)

そ れ らの 中 でEGCGの 検 出 量 が 最 も高 く 、 平 均56.7g/kgで あ り、 つ い でEGC

(平 均32.4g/kg)で あ った 。

表-1緑 茶葉 及 び そ の浸 出液 の カテ キ ン類含 有量

ま た 、 浸 出 液 は0.01～2.1g/kgの 範 囲 で 検 出 さ れ た 。 含 有 量 の 多 い の は 、EGCG

(平 均0.70g/kg)やEGC(平 均0.57g/kg)で あ った 。

c21種 類 の ア ミ ノ酸 の う ち 、 茶 葉 で 含 有 量 の 多 い の は 、 テ ア ニ ン、 グ ル タ ミ ン酸 、 ア

ス パ ラギ ン酸 な ど で あ っ た 。 ま た 、 茶 葉 の 総 ア ミ ノ酸 量 は 、 平 均2340mg/100g(焙 じ

茶 を 除 く)で あ っ た 。

種 類 別 に は 、 玉 露 平 均3790mg/100g、 煎 茶2300mg/100gで あ り、 これ ら に 比 べ 、 焙

じ茶 は、57mg/100gで 非 常 に 少 な く、 番 茶(1070mg/100g)や 茎 茶(1990mg/100g)

も 次 いで 少 な か った 。

d茶 葉 の α-ト コ フ ェ ロ ー ル 当 量(E効 力)は 、4.25～27.9mg/100gの 範 囲 で 検 出 さ

れ た 。 これ らの 多 く は 、 α-ト コ フ ェ ロ ー ル(平 均18.9mg/100g)で あ っ た 。 ま た 、

浸 出 液 で は 、 α-ト コ フ ェ ロ ー ル 当量(E効 力)は0～12.0μg/100gの 範 囲 で 検 出

さ れ た 。

e糖 類 で は シ ュ ー ク ロ ー ス(平 均71.1mg/100g)が 多 く 、 次 い で マ ル トー ス(平 均

55.0mg/100g)で あ り、 この ふ た つ で 検 出 し た 糖 類 の95.1%を 占 め た 。

f残 留 農 薬 の 存 在 を 把 握 す る た め 、 公 定 法 と異 な る 回 収 率 の 高 い 検 査 方 法 で 分 析 し た

と こ ろ 、 緑 茶 葉10検 体 中 、 煎 茶1検 体 か ら ク ロ ル ピ リホ ス0.04ppm及 び プ ロ チ オ ホ ス

0.04ppmが 検 出 され 、 ま た 、 他 の 煎 茶1検 体 か ら は プ ロ チ オ ホ ス が0.03ppm検 出 さ れ

た。
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g保 存 料 で は サ リ チ ル 酸 が く0.01～0.02g/kgの 範 囲 で 検 出 さ れ た 。 そ の 他 の 保 存 料 、

着 色 料 、 甘 味 料 は 、 い ず れ の 検 体 か ら も検 出 さ れ な か った 。 ま た 、 ア ス コ ル ビ ン酸 は 、

0.1～5.9g/kgの 範 囲 で 平 均3.0g/kg検 出 さ れ 、 浸 出液 で は 、 平 均0.075g/kg検 出 さ

れ た 。

(イ)そ の 他 の 茶 葉 及 び そ の 浸 出 液 に つ い て

そ の 他 の 茶 葉6検 体(ウ ー ロ ン 茶2、 紅 茶2、 粉 末 茶2)及 び そ の 浸 出 液 に つ い て 検

査 を 実 施 し た 。

aカ フ ェ イ ンは 、 ウ ー ロ ン茶 で 平 均24.0g/kg、 紅 茶27.5g/kg、 粉 末 茶17.0g/kgで あ っ

た 。 テ オ ブ ロ ミ ン は 、 ウ ー ロ ン茶 平 均0.8g/kg、 紅 茶2.2g/kgで あ った 。 ま た 、 浸 出

液 の カ フ ェ イ ンは 、 ウ ー ロ ン茶 で 平 均0.175g/kg、 紅 茶0.54g/kgで あ っ た 。 テ オ フ ィ

リ ン は い ず れ か ら も検 出 さ れ な か った 。

b総 カ テ キ ン量 は ウ ー ロ ン茶 上 級86.2g/kg、 ウ ー ロ ン茶 下 級38.4g/kg、 紅 茶 上 級64.3

g/kg、 紅 茶 下 級8.9g/kg、 粉 末 煎 茶91.7g/kg、 粉 末 焙 じ茶41.9g/kgで あ っ た 。

ま た 、 浸 出 液 の 総 カ テ キ ン量 は 、 ウ ー ロ ン茶 平 均0.20g/kg、 紅 茶 平 均0.52g/kgで あ

っ た 。

cウ ー ロ ン茶 の 総 ア ミ ノ酸 量 は 平 均399mg/100gで あ った 。 こ の う ち含 有 量 の 多 い も

の は 、 テ ア ニ ン、 グ ル タ ミ ン酸 、 ア ス パ ラ ギ ン酸 で あ っ た 。 ま た 紅 茶 の ア ミ ノ酸 量 は

平 均1390mg/100gで あ り 、 含 有 量 の 多 い もの は 同 様 の 順 で あ っ た 。

dウ ー ロ ン茶 の α-ト コ フ ェ ロ ー ル 当 量(E効 力)は 、 平 均4.48mg/100gで あ り 紅 茶

の α-ト コ フ ェ ロ ー ル 当 量(E効 力)は 、 平 均6.25mg/100gで あ り 、 そ の 主 体 は α-

ト コ フ ェ ロ ー ル で あ っ た 。

ま た 、 浸 出 液 につ い て は い ず れ か ら も検 出 さ れ な か った 。

e糖 類 は シ ュ ー ク ロ ー ス が 多 く 、 ウ ー ロ ン 茶 平 均29.7mg/100g、 紅 茶88.4mg/100gで

あ り 、 次 い で マ ル トー ス が 多 く、 ウ ー ロ ン茶 平 均12.8mg/100g、 紅 茶 平 均43.9mg/100g

で あ っ た 。

fサ リチ ル 酸 を0.02～0.04g/kgの 範 囲 で 検 出 し た 。 ま た 、 ア ス コ ル ビ ン酸 は 、<0.1

～2 .0g/kgの 範 囲 で 検 出 さ れ 、 浸 出 液 で は く0.01～0.02g/kgの 範 囲 で あ っ た 。

(ウ)茶 飲 料(清 涼 飲 料 水)に つ い て

茶 飲 料 缶 詰10検 体(煎 茶5、 焙 じ茶1、 ウ ー ロ ン茶2、 紅 茶2)に つ いて 実 施 し た 。

aカ フ ェイ ン は0.10～0.19g/kgの 範 囲 で 検 出 さ れ 、 そ の な か の ウ ー ロ ン茶 は0.18及 び

0.19g/kgで あ っ た 。

b総 カ テ キ ン量 は 、 煎 茶 平 均0.49g/kg、 焙 じ茶0.17g/kg、 ウ ー ロ ン茶 平 均0.33g/kg、

紅 茶 平 均0.13g/kgで あ っ た 。GC、EGCG及 びGCGは そ れ ぞ れ 平 均0.11g/kg、

0.06g/kg及 び0.06g/kgで あ り 、 以 上 が 主 要 な カ テ キ ン類 で あ っ た 。

c煎 茶 の 総 ア ミ ノ酸 量 は 平 均4.7mg/100g、 ウ ー ロ ン茶 は平 均1.75mg/100g、 紅 茶 は

平 均5.85mg/100g、 焙 じ茶 は0.6mg/100gで あ っ た 。

d煎 茶 の α-ト コ フ ェ ロ ー ル 当 量(E効 力)は 、 抹 茶 を 使 用 し た もの(32.5μg/100

mι)を 除 き 、 平 均0.81μg/100mι で あ った 。 ウ ー ロ ン茶 及 び 紅 茶 の α-ト コ フ ェ ロ ー

ル 当 量(E効 力)は 、 平 均0.15μg/100認 及 び0.85μg/100mι で あ っ た。

e糖 類 は フ ル ク トー ス、 グ ル コー ス、 シ ュー ク ロ ー ス、 マ ル トー ス が 検 出 さ れ 、 煎 茶
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の シ ュ ー クロ ー ス は 、 平 均36.1mg/100g、 ウ ー ロ ン茶 は21.6mg/100gで あ っ た 。

f保 存 料 、甘 味 料 、 着 色 料 及 び エ リ ソ ル ビ ン酸 は 、 いず れ の 検 体 か ら も検 出 さ れ な か

っ た 。 ア ス コル ビ ン酸 は 、0.01～0.52g/kgの 範 囲 で 検 出 さ れ た 。

gい ず れ の検 体 も清 涼 飲 料 水 の 成 分 規 格 に 適 合 して い た 。 細 菌 数 は 、 す べ て く10/mι

で あ っ た 。

工 考 察 と ま とめ

表-2各 種 茶 葉 及 び そ の 浸 出 液 の メ チ ル キ サ ン チ ン類 含 有 量(g/kg)

*浸 出 率 は 、 四 訂 日本 食 品 標 準 成 分 表 の 浸 出 条 件 、 煎 茶(葉10gを 湯430mι で 浸 出)、

玉 露(40g→240mι)、 ウ ー ロ ン茶(15g→650mι)、 紅 茶(15g→400mι)よ り

葉 中 か ら 湯 に浸 出 し た 割 合 で あ る 。 例 え ば 、 煎 茶 の カ フ ェ イ ン浸 出 率 は 、 浸 出 液

430mι 中 の カ フ ェイ ン 量 を 茶 葉10g中 の カ フ ェ イ ン量 で 除 し、 百 万 率 で 表 した 。

(ア)表-2に 各 種 茶 中 の カ フ ェ イ ン及 び テ オ ブ ロ ミ ンの 含 有 量 と浸 出 率 を ま と め て 示 した 。

玉 露 は 、 そ の 浸 出 液 中 に カ フ ェ イ ンを 多 量(1.40g/kg)に 含 み 、100mι の 喫 茶 で も140

mgを 摂 取 した こ と に な り 、 日 本 薬 局 方 の カ フ ェ イ ン常 用 量(1回0.2g,1日0.5g)か ら

み る と 、 多 飲 に は 注 意 す る必 要 が あ る 。

(イ)通 常 飲 用 す る 煎 茶 浸 出 液 中 に カ フ ェ イ ンは 、0.39g/kg含 有 して い た 。 した が っ て100

mιの 喫 茶 で は39mgを 摂 取 した こ と に な る。

(ウ)表-3に 煎 茶 中 に 含 有 さ れ る カ テ キ ン類 の 含 有 量 と そ の構 成 比 を 示 した 。 煎 茶 葉 中 に

は 約13%の カ テ キ ン類 を 含 み 、 主 要 な カ テ キ ンは 、EGCG(47.5%)、EGC(28.2

%)、ECG(9.7%)、EC(8.9%)で あ り 、 こ の4種 の カ テ キ ンで 全 体 の94.3%

を 占 め た 。 また 、 浸 出 液 中 で は 、4種 の カ テ キ ン の 構 成 比 は92.7%で あ っ た 。

(エ)煎 茶 の 総 カテ キ ン の 浸 出 率 は 、 約42%で あ り、100mι の 喫 茶 で129mgを 摂 取 し た こ と

に な る 。

(オ)各 種 茶 葉 及 び そ の 浸 出 液 中 の 主 要 カ テ キ ンは 、EGCGとEGCで あ った 。

一 方
、 茶 飲 料 の 主 要 カ テ キ ンは 、 煎 茶 浸 出液 に 少 な か っ たGCG等 が 多 い な ど構 成 比

に 相 違 が 認 め られ た 。

(カ)表-4に 各 種 茶 葉 の 総 カ テ キ ン 量 を 示 した 。 煎 茶 の 総 カ テ キ ン量 は 、 他 の 茶 葉 に 比 べ

多 く含 ま れ て い た 。 ウ ー ロ ン茶 、 紅 茶 、 ほ う じ茶 が 少 な い傾 向 に あ る の は 、 原 料 葉 の 違
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いや 、 その 製造過 程 にお け る成 分 の変 化 に よ る もの と考 え られ る。

表-3煎 茶葉 及 び そ の浸 出液 中 の 各 カテ キ ン含 有 量 と構 成比(g/kg)

表-4各 種 茶 葉 の 総 カ テ キ ン 量(g/kg)

(キ)各 検 体 と も主要 な ア ミノ酸 は、 テ アニ ン、 グル タ ミン酸 、ア スパ ラギ ン酸 等で あ った 。

茶 葉 別 に は、緑茶 に多 く、紅 茶 、 ウ ー ロ ン茶 の順 で あ った。

(ク)緑 茶 のな かで も、 玉 露 や抹 茶 中 に は 旨味成分 の テ ア ニ ンは、多 量 に 含 まれて い た。

(ケ)茶 葉 中 に ビタ ミンE類 は多量 に 含 まれ るが 、脂 溶性 の ため浸 出液 で は微 々た る量 で あ

った。

(コ)各 種 茶葉 浸 出液 中 の糖 類 は、 シュー クロー スが 多 く、 次 いで マ ル トースで あ った 。

(サ)玉 露 浸 出液 中 の糖 類 は 、煎 茶浸 出 液 と比 べ、約5倍 の 量で あ った。

(シ)緑 茶 葉 中 の残留 農 薬 は、食 品衛 生 上 問題 とな る数 値 で はなか った 。

(ス)サ リチル酸 は各種 茶 葉 か らく0.01～0.04g/kgの 範 囲で 検 出 され た が 、天 然 由来 と考 え

られ る。

(セ)ア ス コル ビン酸 は可 溶 性 で あ るた め、 その 浸 出率 は高 く、煎 茶で88.2%で あ った。

オ お わ りに

お 茶 に は、 む し歯 予 防 作用 のほか に 抗腫 瘍作 用 、抗 酸 化 作用 、血圧 降下 作用 、血 糖 降 下

作用 、抗 菌 作用 、抗 ス トレ ス作 用、 抗 ア レルギ ー作用 な どの多 様な 機能 が 報告 され て い る。
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平 成7、8年 度 は、 茶抽 出物 添 加 の 菓子 類及 び茶 抽 出物 の原料 で あ る茶葉 等 につ い て調

査 を実 施 したが 、今 後 も各種 茶葉 等 や 加工 食品 を対 象 に調 査 を継続 した い と考 えて い る。
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(13)国 産 野菜 ・果 実 の残留 農 薬 実態 調 査

ア 調 査 目的

平 成9年3月1日 現 在 、厚生 省 は 、食 品 衛生 法 によ る残 留 農薬基 準(以 下 「残 留農 薬 基

準 」)を 見直 し、約130農 産 物 に対 して 、138農 薬 の残 留 農 薬基 準を 設 定 し施 行 して お り、

さ らに2000年 まで に少 な くと も200農 薬 の基 準を設 定 す る予 定 にあ る。

また、 一般 消 費 者へ の情 報 公 開の 一環 と して輸 入農 産物 の検疫 デ ー タや 市場 調査 結 果 を

公 開 す る方 針 に あ り、 各 都道 府県 につ い て も公 開への 協 力 を要請 して い る。

こ う した基 準 改 定 の動 きや情報 公 開 の流 れ の 中で、 国 産 野菜 ・果実 の残 留 農薬 の実 態 を

把 握 す る必 要性 は増大 して い る。

残 留農 薬 実 態調 査 は 、昭 和53年 度 か ら継 続 して実施 して いるが 、平成8年 度 も平 成7年

度 に引 き続 き、 無農 薬栽 培 等 の名称 をつ けず一 般 に流 通 して い る農産物(以 下 「慣 行 栽 培

農産 物 」)、 独 自の栽培 基 準 に よ る減 農 薬 栽培 ・有機 栽 培 を 含む いわ ゆ る無 農薬栽 培 の 農

産物(以 下 「無 農薬 栽培 等 農 産物 」)及 び農林 水産 省 に よ る 「有 機農 産 物 等 に係 わ る青 果

物 等特 別 表示 ガイ ドライ ン」 に則 した表 示 の あ る農 産物(以 下 「表示 ガ イ ドライ ンに基 づ

く農産 物 」)等50品 目 につ いて残 留 農薬 の調 査 を行 った 。

イ 調査 方 法

(ア)調 査 期 間 平 成8年6月 ～ 平 成8年12月

(イ)対 象 農 薬 表-1の とお り、 昨 年度 と同様60農 薬 を検 査項 目 と した。

(ウ)対 象品 目数

a慣 行 栽 培 農産 物8作 物30品 目

b無 農薬 栽培 等 農産 物7作 物14品 目

c表 示 ガ イ ドラ イ ンに基 づ く農産 物5作 物6品 目

(エ)対 象 施設

a慣 行栽 培 農産 物 多摩 地 区内 の ス ーパ ー5ケ 所 、 その 他3ケ 所

b無 農 薬栽 培 等農 産物 多摩 地 区の無 農 薬 及 び減 農 薬 栽 培 な どの農 産 物 、

専 門販売 店4ケ 所

c表 示 ガ イ ドライ ンに基 づ く農産 物 多 摩地 区の 無農 薬 及 び減農 薬 栽 培 な どの 農産 物

専 門販 売店1ケ 所

(オ)検 査 機 関 都 立 衛生 研究 所 生活 科 学部 食 品研 究科 農薬 分 析 研 究室

イ 検 査方 法

食 品衛 生 法 第7条 に基 づ く食 品 、添 加 物等 の規 格基 準(昭 和34年12月28日 付厚生 省 告 示

第370号)中 「穀 類 、豆 類 、果 実 、野 菜 、種 実類 、茶 及 びホ ップの 成分 規 格 の試験 法 」 に

準拠 した。

ウ 調 査結 果

(ア)慣 行栽 培 農産 物

表-1の とお り、30品 目につ いて 検 査 した ところ 、25検 体 か ら9種 類 の農薬 が検 出 さ

れ たが 、残 留 農薬 基準 に違反 す る もの は無か った。 ま た、 登録保 留 基 準 を超 えて検 出 し

た農 薬 は 、 エ ン ドスル フ ァン(I)/α-ベ ンゾエ ピ ン、 エ ン ドスル フ ァ ン(II)/β

-ベ ンゾエ ピンの2検 体 で あ った。 作 物 別で は、 表-2の とお り、 ピ-マ ンで は、4品

目中全 て か ら農薬 が 検 出 され、 そ の種 類 は4種 類 で あ った。
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シ ョ クヨウギ クで は、3品 目中2品 目か ら、4種 類 の農薬 、 レタ スで は4品 目中2品

目か ら、1種 類 の 農 薬 を検出 した 。 ホウ レ ンソ ウで は、3品 目 中2品 目か ら3種 類 の農

薬 が 検 出 した。

モ モ(全 果)で は 、5品 目中4品 目か ら3種 類 及 び モモ(果 肉)で は、5品 目中3品

目か ら2種 類 の農 薬 を検 出 した。

コマ ツ ナ4品 目、 ニ ンジ ン1品 目、 トマ ト1品 目につ いて は農 薬 を 検 出 しなか った。

登録 保 留基準を 超 えて 農薬が 検 出 した検体(ホ ウ レン ソウ)に つ い て は、生 産地 の関係

機関 に参考 と して 通 知 した。

(イ)無 農薬栽培等 農 産 物及 び表示 ガ イ ドライ ンに 基 づ く農産 物

表-3の とお り、20品 目につ いて 検 査 した と こ ろ、残 留農 薬基 準 に違反 す る ものお よ

び登 録 保留基準 を 超 えて検 出 した もの はなか った。 無農 薬栽 培 等 農産 物14品 目に つ いて

検 査 したと ころ 、 い ずれ の検体 か らも農薬 は検 出 しなか った。 表 示 ガ イ ドラ イ ン に基 づ

く農 産物6品 目に つ いて検査 した ところ、D系 列 の キ ュウ リ1品 目(表 示 ガ イ ドライ ン

の減 農 薬栽培)か らプ ロシ ミ ドンを0.04ppm検 出 した。

エ 考 察

(ア)慣 行栽培 農産 物

全 体 の検出率(検 出品 目数/総 品 目数)は 、約57%で あ り、 過去10年 間 の平 均 値 約28

%に 比 べ、差が 認 め られ た。 これ は、検査 農薬 を平 成5年 度 に40農 薬 か ら54農 薬 、 また、

平 成7年 度 に60農 薬 に増加 させ て い るためで あ る と思 われ る。

従 前 か ら実施 して い る40農 薬 のみ で比 較す る と、今 年度 の 検 出率 は27%で あ り、 これ

まで の 平均的 な検 出率 に比べ 大 きな差 は認 め られ な い。

今 回 、25検 体 か ら9種 類 の農 薬 を検 出 した 中 で 、残留 農薬 基 準 が設 定 され て い る もの

シ ョクヨウギ クの ジ クロル ボス、 モモの イプ ロ ジオ ン、 クロル ピ リホスの3種 類7検 体

で あ った。

また 、残留 農 薬 基 準 が設定 され て いな いそ の他 の 農薬6種 類18検 体 の内 訳 は 、す べて

の作 物 につい て基 準 のな い農 薬 が 、 α-ベ ン ゾエ ピ ン、 β-ベ ンゾエ ピン、 メ ソ ミル 、

プ ロ シ ミ ドン、TPNの5種 類17検 体。検 出 した 作物 につ いて 、 基 準が設 定 され て いな

い もの が、 ピー マ ンの プ ロチオ ホ スの1種 類1検 体 であ った 。

なお 、登録保 留 基 準 を超 えた2検 体 は、残 留 農薬 基準 が設 定 されて い なか った。 この

よ うに、実際 に 検 出 され る農薬 は、 残留農 薬 基 準 が設定 されて いな い場合 が 見 受 け られ

る。

(イ)無 農薬栽培 等 農 産 物及 び表 示 ガ イ ドライ ンに基 づ く農産 物

無 農薬 栽培等 農 産物 は、 いず れ の検 体か ら も農薬 は検 出 しな か った。表 示 ガ イ ドライ

ンに基 づ く農産 物 の 減農薬 栽培 の キ ュウ リか らプ ロ シ ミ ドンが 検 出され たが 、 この栽培

農 家 は、 プロ シ ミ ドンを使 用 して お らず 、原 因 は不 明で あ った。

オ ま とめ

(ア)慣 行栽 培農産 物

今年 度 は、 農 薬 を 多 く検 出す る作物 を検 査 対 象 と したが 、 同 じ種類 の作 物 だ けを比較

して も、例年 に比 べ 平均 的な 農 薬 の検 出状 況 で あ る。 しか し、実 際にTPN、 プ ロ シ ミ

ドン、 メソ ミル等 の農薬 が多 く検 出 され て い るが 、残 留農 薬 基 準 が設 定 され て い ない も
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の が多 い。

これ らに つ いて 、農薬 の残 留 実 態 に則 した残 留 農薬基 準 の 設 定が望 まれ る。

(イ)無 農薬 栽 培等 農産 物及 び表 示 ガ イ ドラ イ ンに基 づ く農産 物

今 年度 の 無 農薬 栽培 な どの 農 産物 か らの農 薬 は検 出 しな か った。

また 、表 示 ガ イ ドライ ンに基 づ く農 産物 か らの農薬 の 検 出状 況 も、例 年 に比較 して 少

な く、 農林 水 産 省 によ る 「有 機 農 産物 等 に 関わ る青 果物 等 特 別 表示 ガ イ ドライ ン」 の浸

透 が伺 わ れ る。

表-1検 査対象農薬 と慣行栽培農産物の検体数及 び検出数

(注)残 留基 準:○ は食 品衛生 法 に 基づ く残 留 基 準 が設 定 され て い る農薬(平 成7年 度 末現 在)

登 録基 準:△ は農 薬取締 法 に基 づ く登録 保 留 基準 が設定 されて いる農薬

用 途:草 … 除草剤 菌 … 殺 菌剤 虫 …殺 虫剤 ☆ …殺 虫 殺 菌剤 ★ …土壌 殺菌剤

〔● 〕 の数 は、検 出数 の うち食 品衛 生 法違 反 の もの

〔▲ 〕 の数 は、検 出数 の うち登 録保 留 基準 を こえた もの
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表-2慣 行栽 培農産物 の残 留農薬調 査結果 単 位:ppm

(注)食 衛違 ●:残 留農薬基 準違反 の もの
登保超 ▲:登 録保留 基準を超 えた もの
○:そ の作物の適正(安 全)使 用基準 に登録の ある農薬
×:そ の作物の適正(安 全)使 用基準 に登録 のない農薬

表-3無 農薬栽 培等 の残 留農薬調査 結果 と使用農 薬 単 位:ppm

(注)ガ 減:表 示ガ イ ドライ ンの減農 薬栽培
ガ有:表 示ガ イ ドライ ンの有機 栽培
独減:独 自基準の減 農薬栽培等
独無:独 自基準の無 農薬栽培
独有:独 自基準の 有機栽培

○:そ の作物 の適 正(安 全)使 用基準 に登録の ある農薬
×:そ の作物 の適 正(安 全)使 用基準 に登録の ない農薬

ND:検 出 限 界以 下

 

―

4
9
0
―



(14)畜 水 産食 品 にお け る抗 菌性 物 質 の残 留 実態 調 査

ア 調 査 目的

食 生 活の多 様 化 に もとづ く畜 水 産食 品 の 需要 の増 大 に伴 い 、わ が国 の畜 水 産業 は過 密 飼

育 の経 営形 態 を取 り入 れ る こ とに よ り、 著 しい発展 を とげ て きた。

しか し、 飼育 に お ける疾 病 予 防 のた めの 動物 用 医薬品 と して 、あ るい は肥 育効 率 の 向上

を 目的 とす る飼 料 添 加 物 と して抗 菌 性物 質 を使 用 す る機 会 が 多 く、生 産 され る養殖 魚 や食

肉 等 への薬 剤 の残 留 が 問題 とな って いる。

近 年、人 の 健康 に影 響 の な い食 品中 の残 留 レベルが 設定 され つつ あ り、1994年6月 に は 、

FAO/WHO合 同食 品規 格 委 員 会(CAC)が6物 質 につ いて残留 基 準 値 を勧告 した 。

わ が 国 にお いて も昭和32年 か ら続 いて きた抗 生物 質 の食 品へ の 無残留 規 定 が 見直 され 、 平

成8年7月1日 か らオキ シテ トラサ イ ク リン(以 下OTC)な ど6種 の動物 用 医 薬品 につ いて

残 留 基 準値が 設 定 され た。

ま た、平成9年1月28日 には、 食 品衛 生調 査 会 よ りスル フ ァジ ミジ ンな ど5種 の動 物 用

医 薬 品 につ い て残 留 基準 値 が 設定 され る 旨の答 申が あ った 。 この よ うに今 後 、動 物用 医薬

品 の残 留基 準 が順 次 整備 され て い くもの と考 え られ る。

当 班 は、昭 和55年 度 よ り、 畜水 産 食品 にお け る抗 菌性 物 質 の残 留実 態調 査 を継続 して き

たが 、平成8年 度 は、 先行 調 査 の対 象 品 目 と して、畜水 産 食 品 の加工 品 に つ いて調 査 を行

った。 さ らに当 セ ン ター が実 施 した特 別及 び一 斉事業 で の抗 菌性 物質 の 検 査結 果 と併 せ て

報 告 す る。

イ 調 査方 法

(ア)実 施期間 平 成8年4月 か ら平 成9年3月 まで

(イ)検 査機関 東 京都 立 衛生 研 究所 乳 肉 衛生研 究 科食 肉魚介細 菌 研 究 室

乳 肉 衛生研 究 科 食 肉魚介 化学 研 究 室

多 摩 支所 衛生 細菌 研究 室

(ウ)検 査品 目お よ び検体 数

総 数23品 目457検 体

a養 殖 魚介 類:7品 目31検 体

b食 肉:8品 目219検 体

c加 工 品:4品 目75検 体

dそ の他:4品 目132検 体

(エ)検 査 項 目及 び 検査 法

PC系 、TC系 、AG系 、ML系 の 各抗 生 物 質の検査 は、 簡易 検査 法1)に よ るス ク リー

ニ ング検 査及 び分 別推 定法2)を 行 った 。 ポ リエ ーテ ル系抗 生 物 質(サ リノマ イ シ ン、 モ ネ

ン シ ン、 ラサ ロ シ ド)に つ い て は、高 速液 体 ク ロマ トグラ フ ィーを 用 いて 検 査 した。

サル フ ァ剤 の 検 査 は、分 別推 定 法で 検査 した 。

オキ ソ リン酸 、 ピロ ミ ド酸 、 ナ リジクス酸 、 ピ リメタ ミン、 チ ア ンフ ェニ コール、 オ ル

メ トプ リム、 トリメ トプ リム 、 モ ラ ンテ ル 、 カルバ ドック ス、 フラ ゾ リ ドン、及 びパ ナ ゾ

ンの検 査 は、一 斉 分 析法3)及 び公 定法 に準拠 した。

いず れ も陽性 を 示 した もの につ いて は公定 法 に準拠 して 物質 の同 定、 定 量 を行 った 。

ウ 調査 結果
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(ア)養 殖魚 介類

簡 易 検査法 及 び 分別 推定 法等 に よ る検 査 の結 果 、 いずれ の検 体 か ら も抗 菌 性物 質 を検

出 しなか った。 この検 査結 果 を表-1に 示 した。

表-1養 殖 魚 介類 の 検 査結果

(イ)食 肉

食 肉処理 業 に お け る収 去検 体 を 簡 易検査 した 結 果、 抗菌性 物 質 を検 出 した もの はなか

った。 ただ し、 分 別推定 法 に よ る検 査で は輸 入 豚 正 肉2検 体(ア メ リカ産)か らク ロル

テ トラサイ ク リンを それぞ れ0.02μg/g、0.03μg/g検 出 した。

しか し、簡 易 検 査法 の検 出 限界 値(CTC0.10μg/g)未 満 で あ るた め、 食 品衛 生法

違反 を問 うに は至 た らな か った。 ま た、TC系 抗 生物 質 を国 産 豚正 肉3検 体 か ら検 出 し

た が物 質の同 定 はで きな か った 。簡 易検 査法 及 び分 別推 定法 によ る食 肉の検 査 結果 を 表

-2に 示す。 ま た、 表-3に 、 分 別推 定法 に よ り検 出 した検 体 につ いて示 す。
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表-2食 肉 め検 査 結 果

○内数字は、分別推定法 による検出検体数
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表-3豚 正肉 薬剤 検 出検 体

(ウ)加 工 品、 そ の他

簡易検 査 法及 び分 別推 定法 によ る検査 の結 果 、抗 菌性 物 質 を検 出 した 検 体 はな く食 品

衛 生法 に基 づ く処 置 を必 要 とす る もの はな か った。 簡 易検 査 法 及 び分 別 推 定 法 によ る加

工 品 、その 他 の検 査 結 果を 表-4に 示 した 。

表-4加 工 品 、 その他 の検 査 結 果
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工 考 察

(ア)養 殖 魚 介類 につ い て

簡 易検 査 法及 び分 別推定 法 に よ る検査 の結 果 、31検 体(7魚 種)の いず れか ら も抗菌

性 物 質 を検 出 しなか った。1996年 度 、検 出が なか った要 因 と して は、 次の ことが考 え ら

れ る。

a梅 雨 期 の 水 温 の変 化 が あ ま り見 られず 、 多 くの 生 産 地 で は投 薬 量 が少 な か った。

(瀬 戸 内海 で は逆 に高水温 ・少 雨 の影響 を うけ、 夏場 に病 原 微 生物 が 発生 した。)

b生 産地 の水 産試 験 場等で 出荷 時 にお け る 自主 検 査 が行 わ れ 、管理 が 進ん で きた。

今年 度 か ら輸 入業 を 除 くす べ て の検 体 を夏 の一 斉 監視 に お いて 収去 した ため 、魚 が

偏 り、海 産魚 につ いて は ほ とん ど検査 で きなか った。養 殖 魚 の魚 種数 は近 年 増加 して

お り、将 来 的 に は病 気 に強 い 魚種(メ バ ル 、石 鯛 、 スズ キ等)や 利 幅 の高 い魚種(シ

マ ア ジ、 カ ンパ チ、 マ ダイ等)の 養 殖が 多 くな る と予 想 され る。

1997年 度 はで きるだ け多 くの 魚種 に対 して調 査 を行 う必 要 が あ る。

(イ)食 肉 につ いて

国産 品 ・輸 入 品 あ わせ て219検 体 の食 肉 に簡 易検 査 法陽性 の もの はなか った 。

分 別推 定 法 に よ る検 査で は、5検 体(国 産 豚 正 肉3検 体 、輸 入豚 正 肉2検 体)か らT

C系 の抗 生 物 質 を検 出 した。

検 出率 を経 年 的 に見 る と今年 度 は正 肉、 肝臓 共 に検 出率 が 減 少 した。 また今 年 度各 班

に よ る収去 検 査 のみ で あ ったた め 、肝 臓の 検体 数 が少 なか った 。 肝臓 に お け る薬 物代 謝

機 能 か ら筋 肉 組 織 よ りも肝臓 に薬物 が 長期 に残 存 し、例 年検 出例 の多 い ことを考 え る と、

今後 は肝 臓 に対 す る監視 を 強化 す べ きで あ る。

(ウ)加 工 品 お よ び他 の畜 産物

都 内で 製造 され る食 肉製 品 につ い て は、例 年原 料 肉 の検 査 を実 施 して い る。

しか し、 輸入 され た加 工品 に対 す る検 査 の実 績 は ほ とん どな い こ とか ら、 その安 全性

を 確 認 す るた め検 査 を行 った。 また 、 その他 の食 品 につ いて も、前 年度 と同程 度 の検 査

を行 った。

検 査 の結 果 、 検 出例 はなか った。 過 去6年 間 の検 出状 況 を見 る と、 加工 品 、牛 乳、 チ

ー ズ につ いて は検 出例が なか った。 鶏 卵 、蜂蜜 につ いて は、検 出 例 のあ る年 とない年 が

あ った。 鶏卵 につ いて は2個 の 鶏卵 を混合 して検 査 して い る。2個 中の1個 が現 在施 行

されて い るOTCの 基 準(鶏 卵:0.2μg/g)を 超 え た場 合 も2個 を混 合 した分 別推 定

法(OTC検 出下 限:0.05μg/g)で ス ク リー ニ ングす る こ とが で きる。

うな ぎ蒲焼 につ い て は、 分別 推 定 法 によ る検 出例 の 見 られ る年 度 が多 い ため 、今 後 も

監 視 を継 続 す る必 要 が ある。

オ おわ りに

この 度設 定 され たOTCの 残 留 基 準 値(表-5)の 中 に は、 これ までの残 留 実態 と比

較 して 非常 に厳 しい もの もあ る。 また 、本年1月28日 には、 食 品衛 生 調査 会 か らスル フ

ァ ジ ミジ ン、 カルバ ドックス につ いて も残 留基 準 値 につ いて の 答 申が あ り、残 留 基準 値

が整 備 されつ つ あ る。

抗 菌 性 物質 が 残留 す る要 因 と して は、個 体差 や投 与形 態 に よ る差 、気温 、 気象 条件 な

どの様 々な変 動 要 因が あげ られ るので 、生 産者 は、 養殖 魚 の生 け篭 の衛生 管 理 、休薬 期
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間 の尊 守 等 によ りあ くまで 抗菌 性 物 質の 無残 留 を 目指 す べ きで あ る。 そ の ため 、行 政 と

して は生 産者 や流通 業 者 の意識 を高 め るよ う積 極的 に情 報提 供 を行 ない 、指 導 して い く

必 要 が あ る。

表-50TC残 留 基準 値

参 考 文 献

1)簡 易 検査 法H6.7.1衛 乳第107号 「平成6年 度 畜水 産 食 品 中 の残 留有 害 モ ニ タ リング検 査

の実施 につ いて 」の別 添2「 畜 水産 食 品 中の残 留 抗 生物 質簡 易 検査 法(改 訂)」

2)分 別 推 定法H6.7.1衛 乳 第107号 「平成6年 度 畜 水産 食 品 中 の残留 有害 モニ タ リング検 査

の実 施 につ いて 」 の 別添3「 畜水 産 食 品 中 の残 留 抗 生 物 質 の 分 別 推 定 法(改

訂)」

3)一 斉 検査 法H5.4.1衛 乳第79号 「平成5年 度 畜水 産 食 品 中の 残留 有害 モ ニ タ リング検 査 の

実施 につ い て 」の別 添2「 畜 水産 食 品 中の 残留 合 成抗 菌剤 の 一 斉分析 法(改 訂

法)」
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(15)冷 凍野 菜 中 の リン酸 塩及 び農薬 の 残留 実 態 調査

ア 調 査 目的

リン酸塩 は高頻度 に使 用 され る添 加 物 の一 つで あ り、 一般 的 に添 加量 も多 い。 その一 方

で、 天 然成 分 と して多 くの食 品 素材 中 に リンが存 在 す るの で 、 リンと して 検 出 され た もの

が添 加 物 に 由来す る もの か ど うか判 断が 難 しい 。 また 、食 品製 造 業者 も リンが天然 に存 在

す る ことか ら、 添加 す る リン酸 塩 は 加工 助 剤 に当 た る と解 釈 し、 そ の表 示 を行わ な い例 が

多 い。

過剰 な リ ン酸 塩 の摂 取 は、 カ ル シ ウ ムの代謝 に影 響 を 及 ぼす との 説 もあ り、 「添加 物 の

使 用 は 必要 最小 限 に止 め る 」 との指 導 指 針か ら、 冷凍 野 菜 中の リン酸塩 の実態 を調 査 した

ので 報 告 す る。

また 、 農薬 は、 輸入 、 国産 を 問 わず 各 種野 菜 か ら検 出 され る こ とか ら、冷 凍野菜 中 の 農

薬 の残 留 実 態を調 査 したの で併 せ て報 告 す る。

イ 調査 方 法

(ア)実 施 時 期 平成8年6月 か ら平 成8年12月 ま で

(イ)対 象施 設及 び実施 方法

多 摩 地域 の スーパ ー20ケ 所 か ら買 い 上 げ し検 体 と した 。

(ウ)調 査 品 目

aリ ン 酸 塩 冷 凍 野 菜15種 類60品 目

ホ ウ レ ン ソ ウ7、 ブ ロ ッ コ リー5、 グ リー ン ア スパ ラ3、 ア ス パ ラ ガ ス

1、 イ ン ゲ ン6、 サ トイ モ4、 グ リー ン ピ ー ス3、 カ ボ チ ャ10、 ソ ラ マ

メ7、 ポ テ ト3、 エ ダ マ メ5、 キ ヌサ ヤ2、 コ ー ン1、 ニ ンニ ク ノ メ2、

メ キ ャベ ツ1

b残 留 農 薬 冷 凍 野 菜9種 類20品 目

ホ ウ レ ン ソ ウ4、 ブ ロ ッ コ リー1、 ア ス パ ラ ガ ス1、 イ ンゲ ン2、 サ ト

イ モ2、 グ リ ー ン ピ ー ス1、 カ ボ チ ャ6、 ソ ラ マ メ2、 エ ダ マ メ1

(エ)検 査 項 目

aリ ン酸 塩

b農 薬35項 目 〔表-1〕

(オ)検 査 機 関

a都 立 衛 生 研 究 所 多 摩 支 所 衛 生 化 学 研 究 室

b食 品 機 動 監 視 班 担 当 保 健 所(東 村 山 、 日野 、 武 蔵 野)検 査 室

(カ)検 査 方 法

aリ ン酸 塩 は 常 法 に 従 っ た 。(各 種 野 菜 に お け る リ ンの 値 を 検 査 す る浸 漬 法 と は 異 な

る試 験 法)

b農 薬 は、 食 品 衛 生 法 第7条 に 基 づ く食 品 、 添 加 物 等 の 規 格 基 準(昭 和34年12月28日 、

厚 生 省 告 示 第370号)中 「穀 類 、 豆 類 、 果 実 、 野 菜 、 種 実 類 、 茶 及 び ホ ップ の 成 分 規

格 の 試 験 法 」 に 準 拠 し た 。

ウ 検 査 結 果 〔表-2〕

(ア)リ ン酸 塩

冷 凍 野 菜60品 目 中 全 て の 品 目 か ら リ ンが 検 出 さ れ た 。
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(イ)残 留 農薬検 査結 果

冷 凍 野菜20品 目中全 て の品 目か ら農薬 は検 出 され な か った 。

工 考 察 及 びま とめ

(ア)各 種 冷 凍野菜 の リンの検 出量 に つ いて は、試 料数 が 不 十分 で あ るの で 、今回 はデ ー タ

の 列 挙 に とどめ る。 今 後、十 分 な 試料 数 の検査 を 実施 す れ ば、 各種 冷 凍 野菜 の リンのバ

ック グ ラ ン ドと して、 そ の傾 向が っ かめ ると思わ れ る。

(イ)農 薬 につ いて は、冷 凍野 菜20品 目中全 品 目か ら農 薬 の残 留 は認 め られな か った。 同 時

に検 査 で きた品 目が少 な か った ことな どか ら、 推測 の域 を越 え る こと はで きないが 、 加

工過 程 で あ る程 度 除 去 され る こ とが考 え られ る。 今後 、十分 な 試料 数 の検 査 を実施 す れ

ば 、 農薬 の残 留傾 向が っか め る と思 われ る。

表-1農 薬検 査項 目一 覧
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表-2検 査 結 果 一 覧
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